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都市再生整備計画　事後評価シート

岐阜都心地区

平成２７年2月

岐阜県岐阜市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 725ha

岐阜県岐阜市 0.38

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

交付対象事業費 国費率平成21年度～平成25年度 平成25年度事後評価実施時期

岐阜県 市町村名 岐阜市 地区名

事業名

【道路】岐阜駅那加線（街路）
【地域生活基盤施設】岐阜駅西自転車駐車場整備事業

【まちづくり活動推進事業】柳ケ瀬再生支援事業
【事業活用調査】事業分析調査

平成21年度から平成25年度

－

9,516百万円

岐阜都心地区

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

【まちづくり活動推進事業】1期計画で作成したVR等の機能向上を
行う予定であったが、当初の仕様のままで商店街の支援業務を行う
ことができたため。
【事業活用調査】早期に事業効果を発現させるための事業調査を計
画していたが、地区全体の事業の進捗が遅れ気味であったため、
実施しなかった。また、事後評価業務の委託を取りやめたので、事
業費が発生しないたため、事業を削除した。

【まちづくり活動推進事業】1期計画の成果内容で支障なく事業を
実施できたので、目標指標は変更しない。

【事業活用調査】目標指標には影響しないので変更しない。

【道路】岐阜駅那加線（街路）　事業効果の推定により、歩行者交
通量に関する指標を下方修正した。

【地域生活基盤施設】岐阜駅西自転車駐車場　交通システム整備
事業で実施したため、目標指標は変更しない。

【公園】市民の健康づくりに資する公園施設を整備するため、加納
公園整備事業を追加した。
【地域生活基盤施設】地域の回遊性を高め、市民の憩い、にぎわい
交流拠点とするため、（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業、せせら
ぎ広場整備事業。明徳運動場広場整備事業を追加した。
【高質空間形成施設】都心回遊性の向上及び歩行者等の安全安心
の確保のため、御鮨街道整備事業、SWC推進事業を追加した。ま
た、新たに整備する施設周辺の道路整備のため、岐阜大学医学部
等跡地歩道空間等整備事業を追加した。
【高次都市施設】市民活動を支援する中核施設として、図書館を併
設する交流拠点を整備するほか、地区住民の相互交流、コミュニ
ティ活動の拠点を整備するため、学校統廃合等施設等整備事業
（公民館）、(仮称）市民活動交流センターを追加した。
【既存建造物活用事業】施設の改修に合わせ、段差の解消、交流ス
ペースの拡大を実施するため、明徳公民館バリアフリー化事業を追
加した。

【まちづくり活動推進事業】SWC特区関連事業として、都心回遊性の
向上、歩行者の安全、安心の向上、市民の関心を高めるため、
SWC推進事業を追加した。
【地域創造支援事業】まちなか居住の推進のため、方策の検討、住
環境の課題解決に向けて、都心居住実現方策調査、学校統廃合等
施設整備事業（中学校）を追加した。また、歴史的町並みの維持・形
成を進め、歴史文化を生かしたまちづくりを進めるため、岐阜公園
歴史文化施設整備事業、歴史的建造物群景観形成助成事業を追
加した。

交付期間
の変更

【まちづくり活動推進事業】まちなか文学散歩プロジェクト推進事業、まちの魅力づくりプロジェクト推進事業、建替相談システム事業、柳ケ瀬再生支援事業、岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業
【地域創造支援事業】岐阜大学医学部等跡地整備計画作成、無電柱化事業、建物移転補償事業、駅周辺にぎわい拠点施設整備事業、信長公居館跡活用方針策定事業　【事業活用調査】事業分析調査

新たに追加し
た事業

 １）事業の実施状況

【道路】鉄道との交差部にある狭わい箇所の解消を図れないため、
事業認可手続きに至らなかったため、岐阜駅那加線（街路）を削除
した。
【地域生活基盤施設】交通システム整備事業に移行したため、岐阜
駅西自転車駐車場整備事業を削除した。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名
【道路】金華地区（ゆとり・やすらぎ道空間）、京町・明徳地区（安心歩行エリア整備事業）、岐阜駅那加線（街路）、電線共同溝（蕪城町玉宮町線）　【地域生活基盤施設】長良川うかい広場施設整備事業、岐阜公園広場整
備事業、岐阜駅西自転車駐車場整備事業　【高質空間形成施設】道路修景整備事業、長良川プロムナード（右岸）整備事業、金公園拠点広場整備事業、岐阜公園スロープ整備事業　【高次都市施設】長良川うかい広場
施設整備事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

当初計画
から

削除した
事業

【地域創造支援事業】学校統廃合等施設整備事業（中学校）で整
備する中学校について、従来は変則的となっていた通学区域を改
善することで地域の教育環境を向上させること、関連施設耐震化
により地域防災力の強化を図ることを新たに整備方針・目標に追
加し、通学経路の改善状況を示す新たな指標を設定した。

【公園】加納公園整備事業
【地域生活基盤施設】（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業、せせらぎ広場整備事
業、明徳運動場広場整備事業
【高質空間形成施設】御鮨街道整備事業、岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備
事業、岐阜駅南口シェルター整備事業、SWC推進事業（ウォーキングコース整備）
【高次都市施設】学校統廃合等施設等整備事業（公民館）、(仮称）市民活動交流セ
ンター
【既存建造物活用事業（地域交流センター）】明徳公民館バリアフリー化事業

【まちづくり活動推進事業】SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業）
【地域創造支援事業】（仮称）中央図書館等整備事業、岐阜公園歴史文化施設整備
事業、都心居住実現方策調査、学校統廃合等施設整備事業（中学校）、歴史的建
造物群景観形成助成事業

【公園】加納公園内に新たに整備する運動施設の利用者数を新
たな指標として設定した。

【地域生活基盤施設】（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業
【高質空間形成施設】岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備事
業
【高次都市施設】(仮称）市民活動交流センター
【関連事業】暮らし・にぎわい再生事業
　一体で整備する複合施設の利用者数を新たな指標として設定し
た。



単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし ●

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

2.0 ○

H25 － 27

H25

○

－

その他の
数値指標２

数　　値

観光交流拠点施設「長良川うかいミュージ
アム」を整備し、岐阜城の玄関口である岐
阜公園の広場整備などを1期計画から引き
続き実施したことにより、1300年の歴史を誇
る長良川鵜飼や織田信長の足跡が残る長
良川・金華山ゾーンの歴史文化の魅力の増
大につながったものと考えられる。

(次期計画等にあ
わせて計測を検討

する。)

効果発現要因
（総合所見）

H28.10
整備施設の完成オープン（平成27年夏の予
定）の１か年後に指標の計測を行う。

－

小学校跡地に新たに中学校を整備したこと
により、通学のために川幅のある長良川を
相互に行き来する状況が改善され、地区内
の児童の通学エリアの適正化を図ることが
できた。

－

中心市街地活性化のためのプロジェクト事
業では、毎年さまざまな催しを展開したこと
により、多くの住民参加を得た。また、ぎふ
メディアコスモスにおいては、住民参加型
フォーラムを開催し、にぎわい発信のため
のワークショップが発足した。都心居住実現
方策では、既成市街地の再編整備に向け
た協議会が発足し、勉強会を開催した。一
部活動を完了するなどの活動があったもの
の、積極的な情報発信をするなど、多くの
市民の関心を集めた結果、多くの住民参加
プロセスを得ることができたと考えられる。

中心市街地活性化のプロジェクト事業の実
施、御鮨街道の整備、玉宮町界隈のまちな
み整備などを行い、にぎわいの創出を図っ
たが、地区内の大型商業施設の閉館
（H21.9）などにより、地区内の歩行者交通
量は平成22年にかけて急激に減少した。そ
の後、別の商業施設が開店し、市街地再開
発ビルの完成などによる回復の兆しがみら
れる中で、平成24年以降は増加・横ばい傾
向に転じており、一定の事業効果が発現さ
れたと考えられる。

その他の
数値指標1

－指標4
住民参加・イベント開催件
数

件／年 12 H18 15

2.0 －

指標7 - H27.10

平成26年６月に供用開始したが、場外への
飛球が頻繁に発生し、一部施設の利用を一
時的に制限しており、十分な利用には至っ
ていない状況にある。平成26年度中に必要
な対策を完了し、全面的な供用後に利用者
数を計測し、計画のフォローアップに反映さ
せる。

18,000 H25H22 －0加納公園の利用者数

フォローアップ
予定時期

1期中心市街地活性化基本計画に定める
歩行者・自転車交通量は、商業施設の撤退
に伴う急激な減少がみられる平成22年を除
いて、概ね平成19年、平成20年の歩行者・
自転車交通量の平均水準を維持しており、
中心市街地活性化プロジェクト事業、地区
内の道路整備、公園・広場整備などの効果
により、中心市街地内のにぎわいの維持に
つながったものと考えられる。

76,844

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

数　　値

－75,310 H20

指標3 千人／年

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

1期岐阜市中心市街地活
性化基本計画に定める歩
行者・自転車通行量

人／日

48,700 －

人／件

指　標

指標2

人／件

観光施設入り込み客数

指標6
岐阜大学医学部等跡地施
設利用者数

指標1

-

△

H25

H25 －

－

公立中学校への平均通学
距離

km 2.5 H20

主要地点歩行者交通量

○

11,574 H20

指標5

H25

－ 34,23041,030 H25

603 H19

H18

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

中心市街地区内居住者人
口

人

570,000

603

H20

15,900

665

効果発現要因
（総合所見）

1年以内の
達成見込み

11,420

フォローアップ
予定時期

人／日 41,418

中心市街地内及び周辺の道路、公園・広場
整備、にぎわいを創出するソフト事業等の
実施により、地区内の活性化の推進、魅力
の向上を測り、まちなか居住の推進を図っ
たが、長期的な減少傾向のなか、目標値の
達成はできなかった。しかしながら、平成23
年を底に反転傾向にあり、改善傾向にある
ものと考えられる。

△
(次期計画等にあ
わせて計測を検討

する。)

目標
達成度

11,700



 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

今後の対応方針等

－

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

まちなか文学散歩プロジェクト事業への継続的支援により、住
民主体の実行委員会が数多く開催され、住民主体で様々なまち
づくり事業が展開された。また、ぎふメディアコスモスや玉宮地
区の再編整備に向けた住民主体のワークショップや勉強会が
発足し、今後の整備や整備後のにぎわいの創出に向けた検討
体制を構築した。

まちなか文学散歩プロジェクト事業やぎふメディアコスモス整
備、玉宮地区の再編型整備事業の実施検討に際し、多くの住民
参加を得た。また、道路整備や地域交流スペースなどの各事業
の実施に向けた地元説明を行った。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

まちなか文学散歩プロジェクト事業を含む中心市街地活性化推進事業に
ついては、引き続き、多様な活性化策を講じるよう、支援を継続（市単独事
業）する。ぎふメディアコスモスや玉宮町地区の整備事業については、住
民参加型の推進に努める。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

 ５）実施過程の評価

重要文化的景観の選定（文化審議会による選定の答申）
　川原町界隈の歴史的建造物群景観形成助成事業による文化的景観の維持、長良川鵜飼ゾーンから金華山麓の金華地区などの江戸時代から残りる町並みにふさわしい道路整備事業などを、実際に利用している住民の意見を取り入れながら実施し
たことが要因の一つとなり、地域住民との協働による「岐阜らしい景観」の保全につながり、地域住民の生活の基盤となっていることが評価された結果、文化庁の文化審議会による重要文化的景観の選定が実現した。（平成26年３月18日）
　文化的景観の選定はこれまで全国43件行われ、東海地方では初となる。また、都市の景観としては、全国で3例目である。

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

まちなか文学散歩プロジェクト事業を含む中心市街地活性化推進事業に
ついては、引き続き、支援を継続し、住民主体の活動の継続を支援する。
ぎふメディアコスモスや玉宮町地区の整備事業については、整備施設を
住民主体のにぎわいの創出の場とすることで、持続的な活動になるよう促
す。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した



様式２－２　地区の概要

単位：人 11,574 H20 11,700 H25 11,420 H25

単位：人／日 41,418 H18 41,030 H25 34,230 H25

単位：千人／年 603 H19 603 H25 665 H25

単位：件／年 12 H18 15 H25 27 H25

単位：km 2.5 H20 2.0 H25 2.0 H25

単位：人/年 48,700 H20 570,000 H25 － H28計測

単位：人/年 0 H22 18,000 H25 15,900 H26

岐阜都心地区（岐阜県岐阜市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

中心市街地の活性化を進めつつ、集約型都市構造をめざし、各生活圏域と有機的に結びついたまちづくりを進める。市中心部においては、引き続き、ぎふメディアコスモスなどの拠点施設の整備を進め、にぎわい
の創出、発信に努めることで交流人口の増大を図る。また回遊性のさらなる向上を図るため、未整備の路線を早急に整備し、事業効果の最大化を図る。事業の実施にあたっては、住民の参加、住民との協働のプ
ロセスを得ることで、住民主体のまちづくりを進めることとし、さらに住民主体の活動に対しては、今後も継続的な支援を行うことで、住民、市民のまちづくりへの機運を高め、官民一体となったまちづくりを進める。

まちの課題の変化
川原町の景観助成や岐阜公園玄関口の整備完了、長良川うかい広場施設整備などにより、岐阜市を代表する景観と観光交流拠点の形成を図ることができた。また、玉宮地区まちなか再生協議会など、住民主体
の活動を発掘できた。一方、にぎわいの拠点をめざしていた、ぎふメディアコスモスが未完了となっており、早急に完成させ、まちなか居住の推進、集約型都市構造の進展を図ることで、地域のにぎわいの創出を図
り、交流人口の増大を図る必要がある。

目標値 評価値

■市民の交流拠点整備や市街地再開発事業等により、まちなか居住の推進と中心市街地の活性化を図
る。
■歩行者優先の都心回遊路の整備等により、市民生活の快適性と利便性の向上を図る。
■歴史・文化を次世代へ継承する施設整備等により、市民や観光客のにぎわいの創出を図る。
■市民協働型のまちづくり活動により、地域の魅力を再発見し、地域力の向上を図る。
■公立小中学校の再編により教育環境を向上させ、併せて関連施設を耐震化し地域防災力強化を図る。

加納公園の利用者数

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

主要地点歩行者交通量

中心市街地区内居住者人口

公立中学校への平均通学距離

岐阜大学医学部等跡地施設利用者数

観光施設入り込み客数

住民参加・イベント開催件数

 （仮称）市民活動交流センター 
（高次都市施設） 

（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業 
（地域生活基盤施設） 

岐阜大学医学部等跡地整備計画作成 
（地域創造支援事業） 

加納公園整備事業 
（公園） 

 

SWC 推進事業（ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ整備） 
（高質空間形成施設） 

 

学校統廃合施設整備ほか 
（地域創造支援事業) 

明徳公民館バリアフリー化事業 
（既存建造物活用事業） 

 

まちの魅力づくりプロジェクトほか 
（まちづくり活動推進事業） 

SWC 推進事業（健康活動支援ほか） 
（まちづくり活動推進事業） 

都心居住実現方策調査 
（地域創造支援事業） 

金公園拠点広場整備事業ほか 
（高質空間形成施設） 

 

長良川うかい広場施設整備ほか 
（高次都市施設） 

 

岐阜公園広場整備ほか 
（地域生活基盤施設） 

 

歴史的建造物群景観形成助成事業 
（地域創造支援事業） 

岐阜公園歴史文化施設整備事業 
（地域創造支援事業） 

ゆとりやすらぎ道空間事業ほか 
（道路事業） 

 

御鮨街道整備事業 
（高質空間形成施設） 

 

電線共同溝事業蕪城町玉宮町線 
（道路事業） 

道路修景整備事業 
（高質空間形成施設） 

 

■「ぎふメディアコスモス」  
（仮称）市民活動交流センター（完成予想図） 

■学校統廃合施設（岐阜中央中学校） 

■まちなか文学散歩プロジェクト推進事業 

■歴史的建造物群景観形成助成事業 

■ゆとりやすらぎ道空間事業 

■長良川うかい広場施設整備事業 
 （長良川うかいミュージアム） 

■加納公園整備事業（完成予想図） 

■電線共同溝蕪城町玉宮町線 

■道路修景整備事業 

■御鮨街道整備事業 
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　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
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（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）まちづくり交付金評価委員会の審議
　　添付様式８　　まちづくり交付金評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

まちづくり交付金　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

（１） 成果の評価

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

■中心市街地区内居住者人口
　従前値　6,665人（H20）
　目標値　7,800人（H25）
■主要地点歩行者交通量
　従前値　41,418人（H18）
　目標値　41,500人（H25）

変更

Ａ．まちづくりの目標

変更後

■市民の交流拠点整備や市街地再開発事業等によ
り、まちなか居住の推進と中心市街地の活性化を図
る。
■　（省略）
■　（省略）
■　（省略）
■公立小中学校の再編により教育環境を向上させ、
併せて関連施設を耐震化し地域防災力強化を図る。

３指標を追加した。
（追加）公立中学校の平均通学距離
　従前値　2.5km（H20)
　目標値　2.0km（H25)
（追加）岐阜大学医学部等跡地施設利用者数
　従前値　48,700人（H20）
　目標値　570,000人（H25）
（追加）加納公園の利用者数
　従前値　0　（H22)
　目標値　18,000人（H25)

（省略）

■市民の交流拠点整備や市街地再開発
事業等により、まちなか居住の推進を図
る。
■　（省略）
■　（省略）
■　（省略）
■記載なし

変更前 変更理由

・岐阜市中心市街地活性化基本計画の区域拡大（H21.12.10変更認定）に
伴い、中心市街地活性化を都市再生の目標に追記し、両計画を連係して推
進していくため、同基本計画に掲載された主要な事業を都市再生整備計画
に記載した。
・地区内で課題となっていた教育環境の改善を都市再生のために必要な新
たな目標に位置づけ、関連する事業を都市再生整備計画に記載した。

・追加したまちづくりの目標の達成度判定のため、課題となっていた中学校
の通学エリアの改善を測る指標として、平均通学距離を指標に追加した。
・追加したにぎわいの拠点整備事業の効果を測る指標として、整備する二
つの施設の利用者数を指標に追加した。

・岐阜市中心市街地活性化基本計画の区域拡大（H21.12.10変更認定）に
伴い、計測する中心市街地の範囲が拡大したため、目標指標を変更した。
・道路事業　岐阜駅那加線（街路）の事業削除に伴い、同路線に近接の計
測地点への影響を見込み、主要地点時歩行者交通量の目標値を修正（減
少）した。

■中心市街地区内居住者人口
　従前値　11,574人（H20）
　目標値　11,700人（H25）
■主要地点歩行者交通量
　従前値　41,418人（H18）
　目標値　41,030人（H25)



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

136 171

・まちなか歩き構想の周遊ルートを
整備するため、整備路線を追加。
（第3回変更、第5回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額（第10回変更）

●

87 30

・事業計画の見直しの結果、通常
の道路整備事業に位置づけを変更
したため、整備路線を縮小した、
（第2回変更）

●

1,100 －

・鉄道との交差部にある狭わい箇
所の解消を図れないため、事業認
可手続きに至らなかったため、事
業を削除した。（第10回変更）

－ －

235 84

・路線の一部について、関係者との
調整に時間を要したため、設計の
み実施し、工事未完了のため、事
業期間を短縮し、事業費を減額し
た。（第10回変更）

継続

公園 － 916

・市民の健康づくりに資する公園施
設を整備するため、事業を追加し
た。（第5回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

290 180
・事業の精査の結果、事業費を減
額（第2回変更、第10回変更）

●

33 30
・事業の精査の結果、事業費を減
額（第10回変更）

●

70 －
・交通システム整備事業に移行し
たため、事業を削除した。

－

－ －

・中心市街地活性化を都市再生の
目標に追記したのに伴い、中心市
街地活性化基本計画に掲載された
同事業を整備計画に追加した。（第
2回変更）
・一体で整備するぎふメディアコス
モスの整備が遅れていることから、
事業を削除し、次期計画で整備す
る。

－

－ －

中心市街地活性化を都市再生の
目標に追記したのに伴い、中心市
街地活性化基本計画に掲載された
同事業を整備計画に追加した。（第
3回変更）
・関連して整備するぎふメディアコ
スモスの整備が遅れていることか
ら、事業を削除し、次期計画で整備
する。

－

レンタサイクルポート整備事業 － －

0.32ha
0.32ha

エントランス広場整
備

1,551㎡ －

整備内容の変更に伴い、都市再生整備計画以外の事業として実
施したものであるので、数値目標等は変更しない。

事業効果の推定により、関連する地点への影響を推定し、歩行者
交通量に関する指標を下方修正した。

事業を次期計画で引き続き継続するため、数値目標等は変更せ
ず、事業の進捗に合わせてフォローアップを行う。

－

市民交流、健康づくり機能の拡充に資する施設整備として、整備
施設の利用者数を数値目標に追加した。

L=640m －

L=710m

岐阜駅西自転車駐車場整備事業

公共サイン整備事業

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。

事業の位置づけを変更して実施したものであるので、数値目標等
は変更しない。

事業の完成後、本計画の指標のフォローアップを行い、効果を測
定するので、数値目標等は変更しない。

岐阜公園広場整備事業

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。

地域生活基盤
施設

地域生活基盤
施設

道路

最終変更計画

加納公園整備事業

京町・明徳地区（安心歩行エリア整
備事業）

事業

金華地区（ゆとり・やすらぎ道空間事
業）

蕪城町玉宮町線

L=920m
L=260m

側溝、カラー舗装工

L=710m
電線共同溝整備

地下埋設管移設補
償

事業箇所名

当初計画

基幹事業

1.1ha
広場整備

長良川うかい広場施設整備事業

事業内容

1ha
用地補償10,440㎡
少年サッカー場、管

理棟、駐車場等

事業内容

L=1,350m
L=2,090m

側溝、舗装工、一部
歩道整備

岐阜駅那加線（街路）

－

－

1.1ha

整備エリアを指定して事業を進めており、地域との意見交換をしな
がら順次整備路線の決定を行っており、変更内容はその整備エリ
アの範囲の追加であることから、数値目標等は変更しない。

事業の完成後、本計画の指標のフォローアップを行い、効果を測
定するので、数値目標等は変更しない。

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響



－ 180

・中心市街地の貴重な大規模空間
に市民のニーズにあった多目的な
広場を整備するため、事業を追加
した。（第4回変更）
・プロジェクト全体の実施設計の結
果、整備面積を拡大した（0.7ha→
1.3ha：第8回変更）
・事業の精査の結果、事業費を増
額（第10回変更）

●

－ 10

・河川敷内にあるせせらぎ公園の
パターゴルフ場の整備を行い、地
域住民や小中学生が遊び、交流で
きるスペースとして整備するため、
事業を追加した。（第4回変更）

●

－ 78

・市中心部のまちなか居住の推進
のため、小学校跡地のグラウンドを
地域開放する広場として整備する
ため、事業を追加した。（第8回変
更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

178 67

・路線の一部について、整備の詳
細についての関係者との調整に時
間を要したため、設計のみ実施し、
工事未完了のため、事業費を減額
した。（第10回変更）

継続

120 195

・公園利用者の利便性の向上、バ
リアフリー化のため、地下駐車場と
の連結のためのエレベータを設置
するため。事業内容を追加した。
（第5回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

87 99

・整備路線・事業費を追加（第5回
変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額（第10回変更）

●

－ 121

・市の貴重な歴史資産である御鮨
街道を整備することで、まちなか歩
きを促進し、交流人口の増大を図
るため、事業を追加した。（第2回変
更）
・道路計画の見直しに伴い、一部
路線を除外し、事業量を減量した。
（第5回変更）
・地元説明等に時間を要した結果、
一部路線が未実施となったため、
事業量を減量したほか、精査の結
果、事業費を増額した。（第10回変
更）

●

7 9
事業の精査の結果、事業費を減額
（第10回変更）

●

L=1,310ｍ
側溝、カラー舗装工

等

N=1基

高質空間形成
施設

高質空間形成
施設

長良川プロムナード（右岸）整備事業 L=860m

－

1ha
広場整備、エレベー

タ設置等

居住者人口、交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に
収まるため、数値目標等は変更しない。

N=1基
歩行者用スロープ

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。岐阜公園スロープ整備事業

L=1,060m
側溝、舗装工、照明

設備等

居住者人口、交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に
収まるため、数値目標等は変更しない。一部未実施の路線につい
ては、次期計画で継続するため、事業完了後に本計画の指標の
フォローアップを行い、効果を測定する。

明徳運動場広場整備事業

金公園拠点広場整備事業 1ha

御鮨街道整備事業

1.87ha
人工芝工等

（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業

せせらぎ広場整備事業

－

1.3ha
用地取得、

並木道、市民広場
整備

－
地域の交流、回遊性の向上に資する事業であるが、地域住民の
要望に応じた既設公園の追加整備であるため、数値目標等は変
更しない。

居住者人口、交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に
収まるため、数値目標等は変更しない。

0.7ha
防球ネット、照明設

備等

事業を次期計画で引き続き継続するため、数値目標等は変更せ
ず、事業の進捗に合わせてフォローアップを行う。

一体で整備する複合施設の利用者数を数値目標に追加した。整
備面積の変更に際しては、一体で整備する複合施設の周辺整備
との合計整備面積に変更がないので、数値目標を変更しない。
なお、一体で整備する複合施設と合わせ、次期計画で整備を継続
する。

－

L=710m
側溝、舗装工、照明

設備等

地域生活基盤
施設

地域生活基盤
施設

L=710m道路修景整備事業

居住者人口、交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に
収まるため、数値目標等は変更しない。



－ 101

・ぎふメディアコスモス整備に伴う
敷地北側の整備のため、事業を追
加した。（第4回変更）
・岐阜大学医学部等跡地東側部分
も同様に整備するため、施工距離
を延伸するため、事業量、事業費
を増量した。（第9回変更）
・ぎふメディアコスモスの着工の遅
れ、取得予定地の土壌汚染への対
応に時間を要したため、事業を次
期計画に継続することとし、第9回
変更の変更内容を撤回した。（第10
回変更）

継続

－ 44

・岐阜駅南口駅前広場の一般車乗
降場付近の安全で快適な歩行空
間の確保等を行うため、事業を追
加した。（第5回変更）

●

－ 12

・SWC総合特区に位置づけられた
歩行者の安全、安心に寄与し、都
心回遊性の向上につながるため、
事業を追加した。（第6回変更）
・事業計画の見直しにより、トイレ
の設置は道路事業と一体で整備す
ることとし、設置個所を減じた（3か
所→1か所）ので、事業量、事業費
を削減した。（第10回変更）

●

788 1,034

・景観を最大限に生かし、より魅力
を高めるため、別棟の無料休憩ス
ペース等を整備するため、事業量、
事業費を増量した、（第2回変更）
・事業を精査し、事業費を減額（第
10回変更）

●

－ 63

・学校統廃合に伴う、施設の再配
置に合わせて、地区住民の相互交
流、コミュニティ活動の拠点施設と
して、地域活性化を図るため、事業
を追加した。（第2回変更）
・学校施設との合築に変更したた
め、事業費を削減した。（第3回変
更）
事業を精査し、事業費を削減（第10
回変更）

●

－ 1,451

・中心市街地活性化のため、市民
活動を支援する地域交流センター
を整備し、地区内の交流人口の増
大を図るため、事業を追加した。
（第3回変更）
・施設の実施設計、利用想定の見
直しの結果、関連事業の暮らし・に
ぎわい再生事業との事業費配分の
見直しの結果、事業費を減額した。
（第10回変更）

（H27供用予
定）

ユニバーサルトイレ
N=1基、歩行者用ス
ロープ／階段M=1基

観光交流センター、
屋外トイレ、駐輪場

等
N=4棟

（約2,200㎡）

－

SWC推進事業（ウォーキングコース
整備）

－

－

公民館建築工事
'N=1棟

（390㎡）
高次都市施設

高次都市施設

学校統廃合等施設等整備事業（公
民館）

（仮称）市民活動交流センター［つか
さのまち夢プロジェクト］

交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に収まるため、数
値目標等は変更しない。

ぎふメディアコスモス
建築工事等

'N=1棟
（約3,000㎡）

まちづくりの目標を追加し、「公立小中学校の再編により教育環境
を向上させ、併せて関連施設を耐震化し地域防災力強化を図る」
とした。

つかさのまち夢プロジェクト事業全体のにぎわい創出効果を測るた
め、関連事業を含めた複合施設の利用者数を目標指標に追加し
た。

高質空間形成
施設

高質空間形成
施設

岐阜駅南口シェルター整備事業 －
N=1棟

歩行者用シェルター

岐阜大学医学部等跡地歩道空間等
整備事業

－
N=130m

用地取得

一体で整備する複合施設の利用者数を数値目標を設定した。整
備面積の変更に際しては、一体で整備する複合施設の周辺整備
との合計整備面積に変更がないので、数値目標を変更しなかっ
た。
期間内に当初予定した事業が完了しないが、一体で整備する複合
施設と合わせ、次期計画で整備を継続し、事業完了後に指標を計
測し効果を測定するので、目標指標は変更しない。

N=1棟長良川うかい広場施設整備事業
整備施設の実施計画の中で配置を再検討したものであるので、数
値目標等は変更しない。

交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に収まるため、数
値目標等は変更しない。



－ －

・中心市街地活性化のため、乳幼
児等を抱えた世代の文化活動等を
支援する子育て世代活動支援セン
ター整備し、地区内の交流人口の
増大を図るため、事業を追加した。
（第3回変更）
・同地区内で整備予定の市街地再
開発事業で同種施設の整備を計
画したことから、事業の位置づけを
変更し、事業を削除した。

－ －

既存建造物活
用事業

－ 47

・施設の改修と合わせ、交流ス
ペースの拡大、段差の解消、トイレ
のバリアフリー化を行うことで、市
中心部の市民活動交流機能を拡
充するため、事業を追加した。（第8
回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

住宅市街地

－

つかさのまち夢プロジェクト事業全体のにぎわい創出効果を測るた
め、関連事業を含めた複合施設の利用者数を目標指標に追加し
た。
子育て支援センターの整備予定面積（約300㎡）は、複合施設全体
の面積（約15,000㎡）に比べて小さいことから、目標指標としている
複合施設の利用者数については、据え置きとし、変更しない。

高次都市施設

高次都市施設 （仮称）子育て支援センター －

居住者人口、交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に
収まるため、数値目標等は変更しない。

交流スペース拡大、
段差解消等

832㎡

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

－明徳公民館バリアフリー化事業



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

最終変更計画
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響事業内容

事後評価時の完成状況当初計画

基幹事業

事業
事業箇所名 事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



事業費 事業費 完成 完成見込み

377 35

施設整備を高次都市施設及び関
連事業である暮らし・にぎわい再生
事業等に掲載するのに伴い、設計
費用を各々の整備計画等に記載
し、事業費を削減した。（第3回変
更）
ぎふメディアコスモスの周辺整備作
成に係る事業を追加するため、事
業量を増量した。（第5回変更）
ぎふメディアコスモスに係るにぎわ
いの創出のための事業を追加する
ため、事業量、事業費を増量した。
（第6回変更）
事業の精査の結果、事業費を減額
した。（第10回変更）

●

－ 886

中心市街地活性化のため、図書館
を整備し、地区内の交流人口の増
大を図るため、事業を追加した。
（第3回変更）
プロジェクトの進行に伴い、事業名
称を（仮称）情報センター整備事業
から（仮称）中央図書館等整備事
業に変更した。（第7回変更）
事業の精査の結果（用地費面積、
取得単価の見直し）事業費を減額
した。（第10回変更）

（H27供用予
定）

83 35

・路線の一部について、整備の詳
細についての関係者との調整に時
間を要したため、設計のみ実施し、
工事未完了のため、事業費を減額
した。（第10回変更）

継続

125 608

・建物移転補償事業について、当
初道路事業で実施を予定していた
箇所を、区画整理事業で実施する
こととなったため、事業量、事業費
を増量した。（第5回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額する。

●

15 14
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

5 24

・発掘調査結果を踏まえた、今後の
活用方策について詳細に検討する
ため事業量、事業費を増量した。
（第3回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

事業手法の変更に伴う変更のため、目標指標等が変更しない。
関連する複合施設の開設は平成27年度の予定であるので、次期
計画において事業を継続する。

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況

提案事業

細項目
事業

（仮称）中央図書館等整備事業

建物移転補償事業

駅周辺にぎわい拠点施設整備事業

建物移転補償
N=1件

地域創造支援
事業

地域創造支援
事業

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事業を次期計画で引き続き継続するため、数値目標等は変更せ
ず、事業の進捗に合わせてフォローアップを行う。

事業の実施については、当初から関連事業として実施予定であっ
たため、目標指標等は変更しない。

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。
関連事業での図書館整備は平成26年度までの実施であるため、
複合施設の完成後、利用者数を計測し、効果を測定する。

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。

当初計画

L=710m
引込管工事委託

事業内容

整備計画作成、施
設設計

L=710m
引込管工事委託

建物移転補償
N=3件

建物改修
約150㎡

用地取得
（約10,000㎡）
測量、看板設置等

整備計画作成、広
報、市民フォーラム
開催等

調査策定。活用方
策の検討

最終変更計画

事業内容

岐阜大学医学部等跡地整備計画作
成

－

調査策定

無電柱化事業

信長公居館跡活用方針策定事業

建物改修
約150㎡



－ 23

・岐阜公園の歴史公園化に向け、
園内の信長公居跡を中心として公
園整備を実施するため、事業を追
加した。（第5回変更）
岐阜城址の史跡区域等の指定に
時間を要し、工事着工が遅れたた
め、事業量、事業費を減量した。
（第10回変更）

継続

－ 24

・目標である、まちなか居住を強力
に推し進める事業手法の検討を行
うため、事業を追加した。（第1回変
更）
・事業の実施区域を選定したため、
区域における事業の詳細を検討す
るため、事業量、事業費を増量し
た。（第3回変更）

●

－ 2,005

・学校統廃合により廃止となる小学
校跡地に中学校を建設し、地区の
課題となっていた中学校の適正規
模化と通学区域の見直しを実現
し、良好な教育環境を形成するた
め、事業を追加した。（第2回変更）
・旧小学校用地を中学校に転用す
るにあたり用地が不足するため、
隣接の岐阜盲学校の跡地を取得
することとし、事業費を追加した。
(第3回変更）
・事業の精査の結果、事業費を減
額（第10回変更）

●

－ 33

・古い町屋や蔵が残る川原町地区
において、町屋等の修景に要する
経費を助成し。歴史的町並みの維
持、形成を促進することで、交流人
口、観光客数の増を図るため、事
業を追加した。（第2回変更）
・事業実績を精査し、事業費を減額
（第10回変更）

●

事業活用調査 － －

・事業効果早期発現のための調査
を予定していたが、事業そのものに
遅れが多いため、実施しなかった。
事後評価についいては、当初予定
していた委託を取りやめたため、事
業を削除した。（第10回変更）

－ －

10 10 － ●

2 2 － ●

2 2 － ●

歴史的建造物群景観形成助成事業
景観形成に伴う助
成

まちなか文学散歩プロジェクト推進事業
文学散歩
岐阜まち物語の実
施

文学散歩
岐阜まち物語の実
施

まちづくり活動
推進事業

まちづくり活動
推進事業

都心居住実現方策

－

－

事業分析調査

地域創造支援
事業

地域創造支援
事業

居住者人口、観光入込客数の指標への影響はあるが、目標の範
囲内に収まるため、数値目標等は変更しない。

平成26年度以降、公園事業（概ね10か年）に位置づけ直して事業
を継続する。当初整備予定事業費相当の事業が完了した時点で、
計画のフォローアップを行い、効果を測定するので、目標指標等は
変更しない。

・地区内で課題となっていた教育環境の改善を都市再生のために
必要な新たな目標に位置づけた。
・追加したまちづくりの目標の達成度判定のため、課題となってい
た中学校の通学エリアの改善を測る指標として、平均通学距離を
指標に追加した。

分析調査事業であるので、目標指標には影響しない。

事業の実施に当たり、事業地域の詳細を検討するために追加で必
要となった経費であるため。数値目標等は変更しない。

－

－

中学校（校舎、体育
館、プール等）

地権者説明、事業
手法の検討、説明
会の開催等

遺跡移設工事、事
業手法等の検討

－学校統廃合施設整備事業（中学校）

－

岐阜公園歴史文化施設整備事業

建替相談システム事業
建替相談、セミナー
の開催

建替相談、セミナー
の開催

まちの魅力づくりプロジェクト推進事
業

ワークショップ開催、
まちなか写真館の
開催

ワークショップ開催、
まちなか写真館の
開催



2 －

・1期計画で作成したVR等の機能
向上を行う予定であったが、当初
の仕様のままで商店街の支援業務
を行うことができたため、事業を削
除した。（第10回変更）

－ －

－ 18

・SWC総合特区に位置づけられた
歩行者の安全、安心に寄与し、都
心回遊性の向上につながるため、
事業を追加した。（第6回変更）
・事業の一部について、民間と協働
による実行委員会で実施するた
め、実行主体を変更した。（第8回
変更）
事業の精査等により、事業費を減
額した。（第10回変更）

●

15 9
事業の精査の結果、事業費を減額
した。（第3回変更）

●

当初計画
最終変更

計画
当初計画

2,000 1,250 平成18年度から平成22年度 完了

135,000 16,947 平成18年度から平成23年度 完了

8,000 10,052 未定 準備組合設立

未定 6,026 未定 準備組合設立

2,643 2,643 平成15年度から平成24年度 次期計画により整備継続

－ 5,146 － 整備中

未定 未定 未定 未整備

965 965 未定 整備中

－ 70 － 完了

未定 － 未定（平成25年度まで） 整備中

未定 － 未定（平成25年度まで） 事業削除

未定 6,210 未定（平成25年度まで） 整備中

平成26年3月末

平成22年度から平成26年度

最終変更計画

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

模型、VR作成等

当都市再生整備計画に記
載したが、事業を削除

事業費
備考進捗状況及び所見

平成18年度から平成23年度

－

柳ケ瀬通北地区

岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業 模型、VR作成等

事業箇所名

岐阜大学医学部等跡地

岐阜大学医学部等跡地情報センター整備事業（暮らし・にぎわい再生事業）

（参考）関連事業

市街地再開発事業

子育て世代活動支援センター事業

事業

市民活動交流施設整備事業

土地区画整理事業

道路

細項目

市街地再開発事業

まちづくり活動
推進事業

まちづくり活動
推進事業

事業期間

事業費の精査による変更であるので、数値目標等は変更しない。

柳ケ瀬再生支援事業 模型、VR作成 －
1期計画の成果内容で支障なく事業を実施できたので、目標指標
は変更しない。

SWC推進事業（健康活動支援、
ウォーキング啓発事業等）

－

健康づくり意識啓
発、運動教室の開
催、ウォーキングイ
ベント開催等

交通量等指標への影響はあるが、目標の範囲内に収まるため、数
値目標等は変更しない。

岐阜大学医学部等跡地 －
当都市再生整備計画に記
載

岐阜駅西自転車駐車場整備事業 岐阜駅周辺 平成21年度

岐阜駅北口地区 平成14年度から平成26年度

道路 長良8号線 未定

岐阜駅高富線（梶川工区） 未定

市街地再開発事業 問屋町西部南街区 平成18年度から平成24年度

市街地再開発事業 高島屋南地区

都市再生総合整備事業 岐阜駅周辺地区 平成22年度から平成25年度

平成24年度から平成28年度

岐阜駅東地区 平成25年度から平成28年度



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

－ －

確定 ●
見込み

－ －

確定 ●
見込み

－ －

確定 ●
見込み

－ －

確定 ●
見込み

－ －

確定 ●
見込み

－ －

確定
見込み

－ －

確定
見込み ●

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

指標６

指標７

－
H20 570,000 H25

モニタリング
H252.0

中学校への最大通学距離を市中
心部9地区平均から算出する。（9
地区：本郷・明徳・京町・金華・華
陽・梅林・白山・徹明・木之本）

H202.5

48,700

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値

665
603

11,420

H18 41,030 H25 ●

事後評価

1年以内の
達成見込みの

有無目標達成度※２数値（エ）

●
△

モニタリング

〇事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

〇

－

モニタリング

モニタリング モニタリング

△34,230 事後評価事後評価

整備完了（供用開始）が平成26年度のため、平成27年度以降に指標の効果測定を行う必要がある。

整備完了（供用開始）が平成27年度のため、平成28年度以降に指標の効果測定を行う必要がある。

15 H25

モニタリング

JR岐阜駅周辺エリアにおいて、従前の測点は地上にある一方、岐阜駅前広場の歩行者用デッキの供用
開始に伴い、多くの歩行者が安全なデッキ部分を通行したため、減少要因となった。

モニタリング

事後評価

事後評価

事後評価

事後評価 27

●
事後評価

18,000
△

2.0

H25
モニタリング

モニタリング

事後評価

モニタリング

事後評価 〇

●

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

モニタリング

15,900

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

地区内の安全かつ魅力的な景観形成に資する道路整備、広場整備などを実施したことにより、評価値の計測時点にお
いて目標数値は達成できなかったが、平成23年を底に反転傾向にあり、改善傾向にあるものと考えられるため。

加納公園に整備される運動施設
の年間利用者数を計測する。

H220

指　標

指標６
岐阜大学医学部等跡地
施設利用者数

人/年
ぎふメディアコスモスの年間利
用者数を計測する。

指標１ 人
認定中心市街地活性化区内の
居住者人口を町丁別住民基本
台帳から算出する。

中心市街地区内居住者
人口

にぎわい創出のソフト事業の実施、にぎわい施設周辺の道路整備などを行い、にぎわいの創出を図ったが、地区内の歩
行者交通量は減少している。平成24年以降は増加・横ばい傾向に転じており、事業効果は発現していると考える。

観光交流拠点施設「長良川うかいミュージアム」を整備し、岐阜公園の広場整備などを実施したことにより、観
光入込客数の減少にブレーキをかけ、評価値の計測時点において目標値が達成されているため。

平成26年6月供用後の利用状況による見込み値であるが、一部施設の利用を一時的に制限しており、十分な利用に
至っていない中でも一定の利用者数は確保されている。全面供用後の利用促進等により、数年後には目標は達成可能
と考える。

整備未完了のため計測不可とした。

新たに中学校を整備したことにより、地区内の児童の通学エリアの適正化を図った結果、整備計画区内の9地
区の平均通学距離について、評価値の計測時点において目標値が達成されているため。

住民主体の事業の継続的な支援を行ったほか、各事業の実施にあたり積極的な情報発信を行ったことから、
多くの市民の参画を得、自主的な活動を促進した結果、評価値の計測時点において目標値が達成されている

主要地点歩行者交通量

事後評価

モニタリング
11,574 H20 11,700 H25

H19
千人
／年

観光4施設（岐阜城、長良川温泉
客、鵜飼観覧船、長良川うかい
ミュージアムの有料入館者数）の年
間入込客数を計測する。

603 H25

指標７ 加納公園の利用者数 人/年

指標５
公立中学校への平均通
学距離

km

人／日
中心市街地区内の事業箇所近
傍におけるある一日（休日）の通
行者数（10地点）を計測する。

指標４
住民参加・イベント開催件
数

件／年
事業に関連する住民参加活動
およびイベントの開催件数を合
計する。

指標３ 観光施設入り込み客数

指標２ 41,418

12 H18

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。 
※２ 目標達成度の記入方法 
 ○ ：評価値が目標値を上回った場合 
 △ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 
 × ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング －

確定 ●

見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

76,844

数値（ウ）

事後評価

1期中心市街地活性化基本計
画に定める歩行者・自転車交通
量は、指標２と概ね区域は重複
し、測定地点も30点（指標２は
10地点）と多いため、中心市街
地区内全体の交流人口を表し
ている。また、岐阜駅前広場の
歩行者デッキ付近では、地上測
点に対応するデッキ地点の計
測をおこなっているため。

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

重要文化的景観の選定（文化審議会による選定の答申）
　川原町界隈の歴史的建造物群景観形成助成事業による文化的景観の維持、長良川鵜飼ゾーンから金華山麓の金華地区などの江戸時代から残りる町並みにふさわしい道路整備事業などを、実際に利用している住民の意見を
取り入れながら実施したことが要因の一つとなり、地域住民との協働による「岐阜らしい景観」の保全につながり、地域住民の生活の基盤となっていることが評価された結果、文化庁の文化審議会による重要文化的景観の選定が
実現した。（平成26年３月18日）
　文化的景観の選定はこれまで全国43件行われ、東海地方では初となる。また、都市の景観としては、全国で3例目である。

その他の
数値指標１

人／日
1期岐阜市中心市街地活
性化基本計画に定める歩
行者・自転車通行量

1期中心市街地活性化基本計画
に定める歩行者・自転車交通量
（中心市街地活性化区域内の30
地点）を計測する。

75,310 H20

指標２の計測上の問題点を一
部カバーし、計画の目標であ
る中心市街地の活性化に一
定の効果があったことを示す
指標である。また、指標１の中
心市街地区内の人口に代わ
る指標として、地区内の交流
人口に一定の効果があったこ
とを示すものである。

 × ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

なし

道路整備等の実施に係る地域との意見交
換会等

引き続き、地域の要望を施設管理等に生か
していきたいと考えている。

今後も継続する事業であり、引き続き、必要
な意見交換を実施していきたいと考えてい
る。

施設整備等の実施に係る地域との意見交
換会等

実施状況 実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

（明徳運動場広場整備事業）
　【実施状況】　明徳協議会との意見交換、地元の要望の反映
　【実施時期】　 平成24年度から平成25年度　５回

(学校統廃合施設等整備事業（中学校・公民館））
　【実施状況】　住民説明会、内覧会の開催（最大100名）
　【実施回数】　平成22年度から平成23年度　６回

（長良川うかい広場施設整備事業）
　【実施状況】　長良東鵜飼屋地区自治会や鵜飼屋景観まちづくり協議会と
　　　　　　　　　の意見交換（地元説明会）
　【実施回数】　平成22年度から平成23年度　３回

（金華地区　ゆとり・やすらぎ道空間事業）
　【実施状況】　金華自治会連合会（20名程度）との意見交換
　【実施時期】　 平成22年度から平成23年度　２回

(御鮨街道整備事業）
　【実施状況】　金華自治会連合会、京町自治会連合会、明徳自治会連合会
　　　　　　　　　との意見交換（約20名）
　【実施回数】　平成21年度から平成25年度　４回



予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

住民主体の活動に、整備計画の事業が効
果を果たした活動

・市街地再開発を含めた地域の意向を尊重
しながら、提案や支援を継続していきたいと
考えている。

（岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業）
　【実施状況】　まちづくり推進委員会（約10名）
　　　　　　　　　　事業で作成したVRや模型がきっかけとなって、地元の企業
　　　　　　　　　人や経営者との懇談を行い、今後のまちづくりの意見を交換
　【実施回数】　平成23年度　４回

中心市街地活性化やまちなか居住の推進
のためのプロジェクト事業の推進に係る住
民の参加

（まちなか文学散歩プロジェクト推進事業）
　【実施状況】　岐阜まち物語実行委員会（約40名）の開催
　【実施回数】　平成21年度から平成25年度　２４回

（まちの魅力づくりプロジェクト推進事業）
　【実施状況】　地元有志からなる柳ケ瀬プロデュースチーム
　【実施回数】　平成21年度から平成23年度　８回
　　　　　　　　　　平成24年度からは、商店街振興組合連合会、まちづくり団体
　　　　　　　　　等がプロデュースチームの目的に基づき活動を展開

（建替相談システム事業）
　【実施状況】　セミナーの開催、相談の受付、柳ケ瀬における建物利活用
　　　　　　　　　及びまちづくりに関するアンケートの実施
　【実施回数】　セミナー　平成21年度　１回
　　　　　　　　　　相談件数　平成22年度から平成23年度　５件
　　　　　　　　　　アンケート　平成25年10月に実施

（つかさのまち夢プロジェクト）
　【実施状況】　ぎふメディアコスモスワークショップ（約10名。市職員除く）
　【実施回数】　平成25年度　7回（12月末まで）

（都心居住実現方策）
　【実施状況】　地権者等のアンケートの実施（最大約400人）
　　　　　　　　　　説明会、玉宮地区まちなか再生協議会、同勉強会の開催
　【実施回数】　アンケート　平成21年度、平成24年度
　　　　　　　　　　説明会　平成24年度　２回
　　　　　　　　　　協議会、勉強会の開催　平成25年度　７回

・各事業に係る住民主体の活動への支援を
継続していきたいと考えている。

・建替相談システム事業については、平成
24年度から中心市街地建替え促進事業と改
め、平成25年度には建物所有者に対しアン
ケートを実施した。その結果を踏まえて、今
後の事業を展開していきたいと考えている。

・つかさのまち夢プロジェクトについては、今
後より多い市民の参画を得ながら、にぎわ
いの創出に向けた市民活動の広がりを促し
ていきたいと考えている。

・都心居住実現方策については、今後も持
続的な活動となるよう、継続的な支援と協力
をしていきたいと考えている。

地域の住民や代表者あるいは市民の参画
を得て事業の実施や方策を検討した協議
会等

（長良川うかい広場施設整備事業）
　【実施状況】　（仮称）うかいミュージアム運営実施計画策定協議会（11名）
　　　　　　　　　の開催
　【実施回数】　平成22年度　５回

（学校統廃合施設整備事業（中学校））
　【実施状況】　岐阜中央中学校設置準備委員会（20名）の開催
　【実施回数】　平成21年度から平成23年度　８回

（SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業等）
　【実施状況】　スマートウエルネスぎふ健幸ウォーク実行委員会（13人）
　　　　　　　　　の開催
　【実施回数】　平成24年度から平成25年度　６回

・引き続き、地域の要望を施設管理等に生
かしていきたいと考えている。

・スマートウエルネスぎふ健幸ウォーク実行
委員会については、今後も市民の参加を得
ながら進めていきたいと考えている。



予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

多くの市民の参加を得たイベントの開催等
・今後も積極的に情報を発信しながら、より
多くの市民の参加を得ながら事業の実施を
進めていきたいと考えている。

（SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業等））
　【実施状況】　スマートウエルネスぎふ健幸ウォークの実施
　【実施回数】　平成24年度、平成25年度　各１回
　【市民の参加】　平成24年度　約11,000人
　　　　　　　　　　　 平成25年度　約12,000人

（御鮨街道整備事業）
　【実施状況】　御鮨街道ウォークの実施（地域が実施主体）
　【実施回数】　年１回

（つかさのまち夢プロジェクト）
　【実施状況】　複合施設“ぎふメディアコスモス”に関する設計者選定の
　　　　　　　　ための公開プロポーザル、設計シンポジウムやフォーラム、
　　　　　　　　並木道テニテオの開通式を開催
　【実施回数】　平成22年度から平成24年度　各１回　平成25年度　２回
　【市民の参加】　約４００人から１，０００人

・にぎわいの創出に向けた市民活動の広が
りを促していく。

・事業の実現に向けて、協議会、勉強会の
活動を支援していく。

ぎふメディアコスモスワークショップの開催

ぎふメディアコスモスに関心を持つ市
民の有志が集い、今後の施設管理の
あり方やにぎわいの創出、発信を検討
している。

「ぎふメディアコスモスワークショップ」
　平成25年度発足
　現在は市民約10名に加え、市職員、
施設の設計者等が参加している。

「玉宮地区　まちなか再生協議会」
　平成25年10月発足
　自治会長14名で構成
「玉宮地区　まちなか再生権利者勉強
会」
　平成25年度10月28日　第1回開催
　権利者によって構成

玉宮地区のにぎわいの再生と市街地
環境の維持向上を図るため、まちなか
居住を推進し、その実現手法として、
権利者による土地の共同利用、共同
化建物の活動を支援する。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

玉宮地区まちなか再生協議会及び玉宮地
区まちなか再生権利者勉強会の発足

実施頻度・実施時期・実施結果



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制
名称等 検討メンバー

企画部、都市建設部、基盤整備部、まちづくり推進
部、商工観光部、教育委員会の各課

岐阜市都市再生整備計画事業庁内検討委員会（岐
阜都心地区部会）

実施時期 担当部署

都市建設部都市建設政策課
平成26年2月
平成26年12月



添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

◎ 〇 － ○
－ － － ○
－ － － ◎
－ － － －
◎ － － －
◎ － － －
－ ◎ － △
－ － － ○
－ － － △
－ － － ◎
－ － － ◎
◎ － － －
◎ ◎ － ◎
◎ － － －
－ － － △
－ － － ◎
－ － － ○
◎ － － －
－ － － △
－ △ － △
－ － － △
－ ◎ － ◎
－ ○ － ◎
－ ◎ － －
－ ○ － ◎
－ － － △
－ ◎ － ○
－ △ － △
－ － － ◎
－ － － －
－ － － ◎
〇 － － －
〇 － － －
－ ◎ － －
－ ○ ◎ －
◎ － － －

1期中心市街地活性化
基本計画に定める歩行
者・自転車交通量は、
指標２と概ね区域は重
複するが、中心市街地
全体を網羅し、測定地
点も30点（指標２は10
地点）と多いため、中心
市街地区内全体の交
流人口を表しているほ
か、岐阜駅前広場の歩
行者デッキ付近では、
地上測点に対応する
デッキ地点の計測をお
こなっている。
大型商業施設の撤退
に伴う急激な減少がみ
られる平成22年を除い
て、概ね平成19年、平
成20年の歩行者・自転
車交通量の平均水準を
維持しており、中心市
街地活性化プロジェクト
事業、地区内の道路整
備、公園・広場整備な
どの効果により、中心
市街地内のにぎわいの
維持につながった。

観光交流拠点施設「長
良川うかいミュージア
ム」を整備し、岐阜城の
玄関口である岐阜公園
の広場整備などを1期
計画から引き続き実施
したことにより、1300年
の歴史を誇る長良川鵜
飼や織田信長の足跡
が残る長良川・金華山
ゾーンの歴史文化の魅
力の増大につながった
結果、観光入込客数の
減少に歯止めをかける
ことができた。

まちなか文学散歩プロ
ジェクト推進事業では、
“柳ケ瀬レトロ”に出会
うまちなか歩きをテーマ
にした岐阜まち物語が
好評を博し、毎年さまざ
まな催しを展開したこと
により、その過程にお
いて多くの住民参加を
得た。また、新たに整
備するぎふメディアコス
モスにおいては、積極
的な情報発信を行うこ
とにより、多くの市民の
参加を得て住民参加型
フォーラムを開催した
ほか、にぎわい発信の
ための住民有志と市役
所担当課が参画する
ワークショップが発足し
た。都心居住実現方策
では、玉宮地区まちな
か再生協議会などが、
既成市街地の再編整
備に向けた協議会が発
足し、勉強会を開催し
た。一部活動を完了す
るなどの活動があった
ものの、積極的な情報
発信をするなどにより、
多くの市民の関心を集
めた結果、多くの住民
参加プロセスを得ること
ができた。

小学校跡地に新たに中
学校を整備したことに
より、通学のために川
幅のある長良川を相互
に行き来する状況が改
善され、地区内の児童
の通学エリアの適正化
を図ることができた。

提案事業

（地域創造支援事業）岐阜公園歴史文化施設整備事業

（地域創造支援事業）歴史的建造物群景観形成助成事業

基幹事業

（高質空間形成施設）岐阜公園スロープ整備事業

（高質空間形成施設）岐阜駅南口シェルター整備事業

（高次都市施設）（仮称）市民活動交流センター

（高質空間形成施設）金公園拠点広場整備事業

（既存建造物活用事業）明徳公民館バリアフリー化事業

（まちづくり活動推進事業）SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業）

（まちづくり活動推進事業）岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業

（地域創造支援事業）都心居住実現方策調査
（地域創造支援事業）学校統廃合等施設整備事業（中学校）

（地域創造支援事業）信長公居館跡活用方針策定事業

（地域創造支援事業）建物移転補償事業
（地域創造支援事業）無電柱化事業

（地域創造支援事業）駅周辺にぎわい拠点施設整備事業

（地域創造支援事業）岐阜大学医学部等跡地整備計画作成
（地域創造支援事業）（仮称）中央図書館等整備事業

事業名・箇所名

（高質空間形成施設）御鮨街道整備事業

（道路）京町・明徳地区（あんしん歩行エリア整備事業）
（道路）蕪城町玉宮町線

（公園）加納公園整備事業
（地域生活基盤施設）長良川うかい広場施設整備事業

（地域生活基盤施設）（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業
（地域生活基盤施設）せせらぎ広場整備事業

（地域生活基盤施設）明徳運動場広場整備事業

指標５

公立中学校への平均通学距離

指標の種別

指　標　名 観光施設入り込み客数

指標３

総合所見 総合所見

その他指標１

1期岐阜市中心市街地活性化基本計
画に定める歩行者・自転車通行量住民参加・イベント開催件数

指標４

（まちづくり活動推進事業）まちの魅力づくりプロジェクト推進事業

（まちづくり活動推進事業）建替相談システム事業

（高次都市施設）学校統廃合等施設等整備事業（公民館）

総合所見

（高質空間形成施設）岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備事業

（道路）金華地区（ゆとり・やすらぎ道空間事業）

（地域生活基盤施設）岐阜公園広場整備事業

総合所見

（高質空間形成施設）道路修景整備事業

（高質空間形成施設）長良川プロムナード(右岸）整備事業

（まちづくり活動推進事業）まちなか文学散歩プロジェクト推進事業

（高質空間形成施設）SWC推進事業（ウォーキングコース整備）

（高次都市施設）長良川うかい広場施設整備事業



－ － － ◎
－ － － ◎
－ － － △
－ － － △
〇 － － ◎
－ － － －
△ － － －
△ － － －
－ － － ◎
－ － － △

各学校や地域の交通安全活動
と協働して、通学路の安全確保
に努める。

一部未完了事業を推進するとと
もに、整備施設の管理運営の
改善による観光客数の増加を
図る。

整備未了の施設があり、完了し
ていれば、より多くの交流人口
が図れたものであるので、未完
了事業の整備を進め、様々な
賑わい策を同時に実施してい
く。

住民主体の活動については、
引き続き、多様な活性化策を講
じるよう、支援を継続する。ぎふ
メディアコスモスや玉宮町地区
の整備事業については、住民
参加型で事業を推進する。

情報センター整備事業（暮らし・にぎわい再生事業）

（市街地再開発事業）問屋町西部南街区
（市街地再開発事業）高島屋南地区

関連事業

（市街地再開発事業）柳ヶ瀬通北地区

岐阜駅西自転車駐車場整備事業

（市街地再開発事業）岐阜駅東地区
岐阜駅周辺地区都市再生総合整備事業

今後の活用

（道路）岐阜駅高富線（梶川工区）

岐阜駅北口地区土地区画整理事業
（道路）長良８号線

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

△ － － －
△ － － －
△ △ － －
－ － － △
－ － － －
－ － － －
－ ×× ×× －
－ △ － －
× × － －
△ △ － －
△ △ － －
－ － － －
△ △ － －
－ － － －
－ － ×× －
－ △ － －
－ △ － －
－ － － －
△ △ － －
× ×× ×× －
× × － －
－ △ － －
－ △ － －
× － － －
－ △ － －
× × － －
－ － × －
－ ×× × －
△ △ － －
－ － － －
－ △ － －
－ － － －
－ － － －
△ － － －
△ － － －
－ － － －

指標１

中心市街地区内居住者人口

関連事業を含
め、中心市街
地内及び周辺
の道路整備、
公園・広場整
備、住環境整
備、教育環境
の改善、にぎ
わいを創出す
るソフト事業の
実施などによ
り、地区内の活
性化の推進、
魅力の向上を
測り、まちなか
居住の推進を
図ったが、長期
的な減少傾向
のなか、目標
値の達成はで
きなかったもの
の、平成23年
を底に反転傾
向にあり、改善
傾向につな
がった。

Ⅰ

主要地点歩行者交通量

主たる整備施
設である、ぎふ
メディアコスモ
スが未完了の
ため、利用者
数が計測でき
ず、目標指標
は達成されて
いない。平成
27年度の完成
オープン後、利
用者数を計測
し、計画のフォ
ローアップに反
映させる。

総合所見

（まちづくり活動推進事業）建替相談システム事業

（地域生活基盤施設）せせらぎ広場整備事業

（高質空間形成施設）道路修景整備事業

Ⅰ

中心市街地活
性化のプロジェ
クト事業の実
施、御鮨街道
の整備、玉宮
町界隈のまち
なみ整備など
を行い、にぎわ
いの創出を
図ったが、地区
内の大型商業
施設の閉館
（H21.9）などに
より、地区内の
歩行者交通量
は平成22年に
かけて急激に
減少した。その
後、別の商業
施設が開店し、
市街地再開発
ビルの完成な
どによる回復
の兆しがみら
れる中で、平成
24年以降は増
加・横ばい傾向
に転じており、
一定の事業効
果が発現され
たと考えられ
る。

Ⅲ

（高質空間形成施設）岐阜駅南口シェルター整備事業
（高質空間形成施設）SWC推進事業（ウォーキングコース整備）

（地域創造支援事業）駅周辺にぎわい拠点施設整備事業

（まちづくり活動推進事業）SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業）

（まちづくり活動推進事業）岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業

指標２

（高質空間形成施設）長良川プロムナード(右岸）整備事業

（高質空間形成施設）御鮨街道整備事業

（地域生活基盤施設）長良川うかい広場施設整備事業
（地域生活基盤施設）岐阜公園広場整備事業
（地域生活基盤施設）（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業

（高質空間形成施設）金公園拠点広場整備事業

（地域生活基盤施設）明徳運動場広場整備事業

Ⅰ

平成26年６月
に供用開始し
たが、場外へ
の飛球が頻繁
に発生し、一部
施設の利用を
一時的に制限
しており、十分
な利用には
至っていない
状況にある。平
成26年度中に
必要な対策を
完了し、全面的
な供用後に利
用者数を計測
し、計画のフォ
ローアップに反
映させる。

（地域創造支援事業）岐阜公園歴史文化施設整備事業
（地域創造支援事業）都心居住実現方策調査

（地域創造支援事業）歴史的建造物群景観形成助成事業

（地域創造支援事業）岐阜大学医学部等跡地整備計画作成

（地域創造支援事業）信長公居館跡活用方針策定事業

（高次都市施設）長良川うかい広場施設整備事業

指　標　名

指標の種別 指標７

加納公園の利用者数

総合所見

指標６

岐阜大学医学部等跡地施設利
用者数

総合所見総合所見

（地域創造支援事業）学校統廃合等施設整備事業（中学校）

（まちづくり活動推進事業）まちなか文学散歩プロジェクト推進事業

事業名・箇所名

（高次都市施設）学校統廃合等施設等整備事業（公民館）

（道路）京町・明徳地区（あんしん歩行エリア整備事業）
（道路）蕪城町玉宮町線

（公園）加納公園整備事業

（高質空間形成施設）岐阜公園スロープ整備事業
（高質空間形成施設）岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備事業

（高次都市施設）（仮称）市民活動交流センター
（既存建造物活用事業）明徳公民館バリアフリー化事業

（まちづくり活動推進事業）まちの魅力づくりプロジェクト推進事業

（地域創造支援事業）（仮称）中央図書館等整備事業
提案事業

（道路）金華地区（ゆとり・やすらぎ道空間事業）

基幹事業

（地域創造支援事業）無電柱化事業
（地域創造支援事業）建物移転補償事業



△ △ － －
△ △ － －

×× × － －
×× × － －
－ △ － －
－ － － －
－ － － －
－ － － －
－ △ － －
× × ×× －

提案事業の実
施や地元商店
街の取り組み
などにより、減
少の中にも回
復の兆しがみ
られる。

飛球対策などの周辺整備を進
め、一層利用の促進を図ること
で、目標とする利用者数を達成
する。

ぎふメディアコスモスの整備を
進め、にぎわいの創出、発信に
努めることで、目標とする利用
者数を達成する。

改善の方針
（記入は必須）

改善傾向を維持し、要因となっ
た未完了施設の整備を進める
こと、集約型都市構造を構築す
ることで、まちなか居住を推進
し、中心市街地の人口の増加
を図る。

整備未了施設の整備を進める
とともに、引き続き、域内のにぎ
わい創出事業を推進すること
で、交流人口の拡大を図ってい
く。

岐阜駅西自転車駐車場整備事業

（市街地再開発事業）柳ヶ瀬通北地区

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

関連事業

情報センター整備事業（暮らし・にぎわい再生事業）

（道路）岐阜駅高富線（梶川工区）

岐阜駅北口地区土地区画整理事業
（道路）長良８号線

（市街地再開発事業）問屋町西部南街区
（市街地再開発事業）高島屋南地区
（市街地再開発事業）岐阜駅東地区
岐阜駅周辺地区都市再生総合整備事業



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

事業によって発生した
新たな課題

なし

・まちなか居住の推進、集約型都市構造の進展を図ることで、
中心市街地の人口の増加を図り、賑わいの創出を目指す必要
がある。

残された未解決の課題

特になし

・にぎわいの拠点となるぎふメディアコスモスの周辺整備が未
完了となっており、早急に完成させ、地域のにぎわいの創出を
図り、交流人口の増大を図る必要がある。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

■商業業務ゾーンの再生と観
光拠点の整備による交流人
口の増加と市街地の活性化

■歩行者優先の回遊ネット
ワーク整備への転換による
ヒューマンスケール型まちづく
りの推進

・岐阜中央中学校の開校により、規模適正化と通学距
離の改善による教育環境の向上を図り、避難場所として
の耐震性の改善を図ることができた。

・地域と連携した道路整備事業を実施することで、都心
回遊性の向上と安全・安心な歩行空間の形成を図るこ
とができた。

■地域固有の自然・歴史・文
化を活かした個性的な景観の
創出

■魅力的な都心生活圏の創
出による居住人口の増加とコ
ミュニティの再生

・川原町の景観助成や岐阜公園玄関口の整備完了、長
良川うかい広場施設整備などにより、岐阜市を代表する
景観と観光交流拠点の形成を図ることができた。

岐阜市都市再生整備計画事業庁内検討委員会（岐阜都
心地区部会）

■公立小中学校の規模適正
化と関連施設の耐震強度不
足の解消

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

達成されたこと（課題の改善状況）

・観光交流センターを中心として新たな観光入込客を誘
致できた。
・市街地再開発事業や駅前広場整備事業などの関連事
業と合わせ、岐阜駅周辺から柳ケ瀬周辺の再整備を進
め、ホテルや商業施設などの誘致による都市の魅力向
上が図られた。

平成26年2月
平成26年12月

検討メンバー

企画部、都市建設部、基盤整備部、まちづくり
推進部、商工観光部、教育委員会の各課

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

担当部署

都市建設部都市建設政策課

・玉宮地区まちなか再生協議会など、住民主体の活動
を発掘できた。

・御鮨街道整備事業、市道蕪城町玉宮町線の電線共同溝事業
は計画より遅延したため、早急に事業の完了を図ることで事業
効果を上げていく必要がある。

・本格着手が遅れた岐阜公園再整備に係る事業を進めていく
必要がある。

名称等 実施時期



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

・地域と連携した道路整備事業を実施するこ
とで、都心回遊性の向上と安全・安心な歩行
空間の形成を図ることができた。

・川原町の景観助成や岐阜公園玄関口の整
備完了、長良川うかい広場施設整備などによ
り、岐阜市を代表する景観と観光交流拠点の
形成を図ることができた。

個性的な景観の維持に努めるとともに、岐阜公園内苑等の再整備を進め
ていく。

住民主体の活動に対して、継続的な支援を行うことで、住民、市民のまち
づくりへの機運を高めていく。

事業を継続するとともに、適切な維持管理を行っていく。

改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

効果の持続を図る事項

B欄
改　善　策

改善する事項

・観光交流センターを中心として新たな観光入
込客を誘致できた。
・市街地再開発事業や駅前広場整備事業な
どの関連事業と合わせ、岐阜駅周辺から柳ケ
瀬周辺の再整備を進め、ホテルや商業施設
などの誘致による都市の魅力向上が図られ
た。

ぎふメディアコスモスの整備を進め、にぎわいの創出、発信に努めること
で交流人口の増大を図っていく。

効果を持続させるための基本的な考え方

・鵜飼屋地域の文化と生活を紹介する事業を行うなど、長良川うかい
ミュージアムならではの事業を実施するなど、より魅力的で交流を深める
事業の実施を継続して行っていく。
・岐阜駅周辺や柳ケ瀬エリアの再整備を継続し、にぎわいの拠点づくりを
一層進める。

・玉宮地区まちなか再生協議会など、住民主
体の活動を発掘できた。

想定される事業

みんなの森　ぎふメディアコスモスの整備（次期計画等で継
続中）

地域の交通安全活動や自主防災活動の支援。
公共施設の耐震化（平成27年度中に建替え予定施設を除く
市内全498棟の公共施設の耐震化を完了予定。）

岐阜公園再整備事業（都市公園事業で継続中）

長良川うかいミュージアムの管理運営の改善を継続
岐阜駅東地区、高島屋南地区市街地再開発事業の推進
（関連事業により継続中）
岐阜駅前歩行者用デッキの整備の推進（次期計画で実施
中）

想定される事業

みんなの森にぎわい創出事業（次期計画で実施中）
（仮称）既成市街地再編整備事業（次期計画で実施中）
中心市街地活性化推進事業（継続事業）

御鮨街道整備事業（継続事業。次期計画で実施中）
ゆとり・やすらぎ道空間事業（継続事業。次期計画で実施
中）
市道蕪城町玉宮町線電線共同溝事業（継続事業。次期計
画で実施中）

・岐阜中央中学校の開校により、規模適正化
と通学距離の改善による教育環境の向上を
図り、避難場所としての耐震性の改善を測る
ことができた。

通学路の安全確保を進めていく。また、地域防災力の向上に努める。
公共施設の耐震化を早期に完了する。

御鮨街道整備事業（継続事業。次期計画で実施中）
市道蕪城町玉宮町線電線共同溝事業（継続事業。次期計
画で実施中）

岐阜公園再整備事業（都市公園事業で継続中）岐阜公園の再整備を計画的に実施していく。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

・にぎわいの拠点をめざしていた、ぎふメディ
アコスモスが未完了となっており、早急に完成
させ、地域のにぎわいの創出を図り、交流人
口の増大を図る必要がある。

・まちなか居住の推進、集約型都市構造の進
展を図り、中心市街地の人口の増加を図るこ
とで賑わいの創出を目指す必要がある。

・御鮨街道整備事業、市道蕪城町玉宮町線
の電線共同溝事業は計画より遅延したため、
早急に事業の完了を図ることで事業効果を上
げていく必要がある。

・本格着手が遅れた岐阜公園再整備に係る
事業を進めていく必要がある。

なるべく具体的に記入して下さい。フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

中心市街地の活性化を進めつつ、集約型都市構造をめざし、各生活圏
域と有機的に結びついたまちづくりを進めていく。

公共施設の再配置の検討と推進
（仮称）既成市街地再編整備事業（次期計画で実施中）
市街地再開発事業（高島屋南地区、岐阜駅東地区）

未整備の路線を早急に整備し、事業効果を高めていく。



■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見
特になし



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

その他の
数値指標１

1期岐阜市中心
市街地活性化基
本計画に定める
歩行者・自転車
通行量

H 18,000

76,844

H25 15,900

住民参加・イベ
ント開催件数

0

その他の
数値指標３

人／日

人/年
加納公園の利用
者数

指標７

指標４ 件／年

km

603

12

観光施設入り込
み客数

指標３
千人
／年

指標５

75310 H20

H

H

△

〇

〇

H27.10

△

〇665

加納公園に整備される運動施設の年
間利用者数

次期計画等にあわせて
計測を検討する。

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。

指標１
中心市街地区内
居住者人口

人

フォローアップ計画

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

11,420

従前値

H25

H25

41,030

603

34,230

H25 △

指　標

11,574 11,700

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無

評価値
目標

達成度年度

H18 15

その他の
数値指標２

指標２
主要地点歩行者
交通量

41,418 H18人／日

H19

公立中学校への
平均通学距離

2.5

指標６
岐阜大学医学部
等跡地施設利用
者数

人/年 48,700 H25H － － H28.10 ぎふメディアコスモスの年間利用者数

2.0

27

次期計画等にあわせて
計測を検討する。

570,000

H 2.0

H25

H20

H25



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点
・観光交流センターを中心として新たな観光入込客を誘致できた。
・玉宮地区まちなか再生協議会など、住民主体の活動を発掘できた。

うまく
いかなかった点

・特に、交流人口を示す指標としての歩行者交通量の達成ができなかった。大型商業施設の閉館
に伴う大幅な減少を回復できなかった。

うまくいった点
中心市街地区内居住者人口、主要地点歩行者交通量。観光施設入り込み客数、公立中学校へ
の平均通学距離、岐阜大学医学部等跡地施設利用者数、加納公園の利用者数は目標と整合で
きた。

うまく
いかなかった点

住民参加・イベント開催件数は、従前値で計測した活動が合併するなど、５か年の計画期間の中
で、計測対象に予期せぬ異動があった。

うまくいった点 玉宮地区、みんなの森ぎふメディアコスモスなどの事業で新たな住民活動の発足があった。

うまく
いかなかった点

特になし

うまくいった点 １期計画から３期計画となるまでのPDCAサイクルが機能している。

うまく
いかなかった点

特になし

うまくいった点 特になし

うまく
いかなかった点

特になし

添付様式６－参考記述　今後、まちづくり交付金の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）
「岐阜市中心部地区都市再生整備計画」
　当該地区の後継計画として、整備区域を231haに縮小した、岐阜市中心部地区都市再生整備計画を平成26年度から平成29年度に実施。

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

モニタリングの実施を行うなど、事業の軌道修
正を図りながら進めていく。必要に応じて庁内の
検討組織や評価委員会を活用する。

－

・住民主体で住民参加型の事業推進により、ま
ちづくりの機運を高め、コミュニティの再生を図っ
ていく。
・未完成となっているにぎわい拠点施設を整備
し、交流人口の増加を目標に据える。

まちの課題とまちづくりの課題を結び付け、必要
に応じて、随時計画をモニタリングし、目標を見
直しを検討していく。

住民参加型、住民主体の事業の推進を今後も
継続していく。

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 市のホームページに掲載
平成26年2月18日から同3月3
日

平成26年2月18日から同3月3
日

広報掲載・回覧・個別配布
市のホームページ及び窓口で
原案を公表を告知

平成26年2月18日から同3月3
日

平成26年2月18日から同3月3
日

説明会・ワークショップ － － －

その他 担当課の窓口で自由に閲覧
平成26年2月18日から同3月3
日

平成26年2月18日から同3月3
日

住民の意見 －

都市建設政策課
担当課窓口、担当課へ
の電話、FAX,電子メー
ル等



（６） まちづくり交付金評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

審議事項※１ 委員会の意見

岐阜市都市再生整備計
画事業評価委員会要綱

独自に設置

倉内　文孝（岐阜大学工学部）

堀　暁美（岐阜県建築士会）
坪内　恭史（岐阜県建築士会）
赤塚　昌紀（明徳自治会連合会）
古川　洋治（岐阜市商店街振興組合連合会）

平成27年2月18日 都市建設政策課

・ハード整備にあわせたソフトの対応を十分に実施すべきであるという意見が出された。
・「みんなの森　ぎふメディアコスモス」は、効果的に利用されるよう運営方法を検討すべきであるという意見が出された。

・記載された内容が適切であることが確認された。

・特になし

・適切かつ客観的に実施されたことが確認された。

・事後評価の手続きは妥当であることが確認された。

・今後のまちづくり方策の作成方法は適切であると確認された。

委員構成

その他
・公表にあたっては、市民にわかりやすい方法を検討すべきであるという意見が出された。
・今後は事業内容に対する目標・効果が具体的でわかりやすい内容として整理すべきであるという意見が出された。

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

－

・適切かつ客観的に実施されたことが確認された。
・今後の指標設定では、目標と指標の関連性や効果（防災性の向上、イベント開催効果）などについて市民にとってわかりやすい表現方法
にすべきであるという意見が出された。

・住民参加プロセスの実施状況、継続的なまちづくり体制の構築状況は適切であると確認された。

・今後のまちづくり方策は妥当であると認められた。

・適切かつ客観的に実施されたことが確認された。



（７） 有識者からの意見聴取
添付様式９　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

有識者の意見

・この様式は、効果発現要因の整理（添付様式５）、今後のまちづくり方策の検討（添付様式６）、まちづくり交付金評価委員会の審議（添付様式９）以外の機会
に、市町村が任意に有識者の意見聴取を行った場合に記入して下さい。

意見聴取した有識者名・所属等

なし

なし



都市再生整備計画(第１０回変更）

岐阜
ぎ ふ

都心
と し ん

地区
ち く

岐阜
ぎ ふ

県　岐阜
ぎ ふ

市

平成２６年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 725 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成20 平成25

人／日 平成18 平成25

千人／年 平成19 平成25

件/年 平成18 平成25

km 平成20 平成25

人／年 平成20 平成25

人／年 平成22 平成25

計画期間 交付期間 25

■市民の交流拠点整備や市街地再開発事業等により、まちなか居住の推進と中心市街地の活性化を図る。
■歩行者優先の都心回遊路の整備等により、市民生活の快適性と利便性の向上を図る。
■歴史・文化を次世代へ継承する施設整備等により、市民や観光客のにぎわいの創出を図る。
■市民協働型のまちづくり活動により、地域の魅力を再発見し、地域力の向上を図る。
■公立小中学校の再編により教育環境を向上させ、併せて関連施設を耐震化し地域防災力強化を図る。

都道府県名 岐阜県 岐阜市（ぎふし） 岐阜都心地区（ぎふとしんちく）

11,574

■歴史的経緯と問題点
　本地区は岐阜市の中心市街地にあって、戦災復興区画整理に始まる様々な基盤整備事業により、県都の政治的・経済的な中枢地域として発展してきた。
　しかし、都市の郊外化等により、定住人口並びに交流人口の減少による都心部の空洞化が進行してきた。
　その後、岐阜駅周辺部における鉄道高架事業や住民主体の再開発事業等の活性化事業が実施されてきたが、経済環境の悪化等により、抜本的に問題を解決していない。
　現在、市町村合併により、本地区にはより広域的な都市圏の中枢地域としての都市機能の再整備やコミュニティの再生、歩行中心のコンパクトなまちづくりを推進する必要がある。

■第１期計画について
　第１期計画では鵜飼ゾーンを観光資源の核に据え、広場・プロムナード・案内板等の整備を行い、鵜飼ゾーンから柳ヶ瀬等をネットワークで結び、地区全体としての回遊性を高めようとした。
　計画に掲げた指標の達成見込みは厳しいものの、商品販売額や歩行者交通量は下げ止まり傾向がみられ、一定の効果があった。
　また、住民によるまちづくり活動は盛んであり、今後の都心部の再生に向けての取り組みが一層期待されるところである。

■商業業務ゾーンの再生と観光拠点の整備による交流人口の増加と市街地の活性化
■魅力的な都心生活圏の創出による居住人口の増加とコミュニティの再生
■歩行者優先の回遊ネットワーク整備への転換によるヒューマンスケール型まちづくりの推進
■地域固有の自然・歴史・文化を活かした個性的な景観の創出
■公立小中学校の規模適正化と関連施設の耐震強度不足の解消

（岐阜市総合計画２００８）

・岐阜駅周辺から柳ケ瀬区域については、都心部として現在の都市基盤を活用しつつ高度利用を図り、中枢業務機能や商業機能集積に加え、良好な居住機能、にぎわい機能など、多様な都市機能の集積を図ります。
・金華山、長良川周辺においては、歴史的な雰囲気を活かした魅力の向上を図ります。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

603

11,700

主要地点歩行者交通量 事業箇所近傍におけるある一日の通行者数 もっとも端的に街の賑わい度を示す指標 41,418 41,030

中心市街地区内居住者人口 認定中心市街地活性化区内の居住者人口 まちなか居住の達成度を示す指標

2.5

603

住民参加・イベント開催件数 事業に関連する住民参加活動およびイベントの開催件数 市民協働型のまちづくりの度合を示す指標 12 15

観光施設入り込み客数 観光4施設の年間入込客数 観光地としての魅力度を示す指標

2.0

岐阜大学医学部等跡地施設利用者数 岐阜大学医学部等跡地に整備される施設の年間利用者数 交流拠点施設の整備による賑わいの創出を示す指標 48700 570,000

公立中学校への平均通学距離 中学校への最大通学距離の市中心部9地区平均 教育環境と通学利便性を示す指標

18,000加納公園の利用者数 加納公園に整備される施設の年間利用者数 市民の交流及び健康づくりに資する施設整備による賑わいの創出を示す指標 0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

■市民の交流拠点整備や市街地再開発事業により、まちなか居住を促す。

【地域創造】岐阜大学医学部等跡地整備計画作成
【地域創造】（仮称）中央図書館等整備事業［つかさのまち夢プロジェクト］
【地域創造】駅周辺にぎわい拠点施設整備事業
【地域創造】建物移転補償事業
【地域創造】都心居住実現方策調査
【高次都市】学校統廃合等施設整備事業（公民館）
【高次都市】（仮称）市民活動交流センター［つかさのまち夢プロジェクト］
【既存建造物】明徳公民館バリアフリー化事業
【地域生活】せせらぎ広場整備事業
【地域生活】（仮称）憩い・にぎわい広場整備事業［つかさのまち夢プロジェクト］
【地域生活】明徳運動場広場整備事業
【高質空間】岐阜駅南口シェルター整備事業
【公園】加納公園整備事業
【関連事業】市街地再開発事業（柳ヶ瀬通北地区、問屋町西部南街区、高島屋南地区、岐阜駅東地区）

■地区内の道路等の整備により、安全で快適な歩行者空間をつくる。

【道路】ゆとり・やすらぎ道空間事業
【道路】あんしん歩行エリア整備事業
【道路】電線共同溝事業（蕪城町玉宮町線）
【高質空間】道路修景整備事業
【高質空間】金公園拠点広場整備事業
【高質空間】御鮨街道整備事業
【高質空間】岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備事業［つかさのまち夢プロジェクト］
【高質空間】SWC推進事業（ウォーキングコース整備事業）
【地域創造】無電柱化事業

■長良川周辺等の整備を行い、岐阜観光の魅力を高める。

【地域生活】長良川うかい広場施設整備事業
【地域生活】岐阜公園広場整備事業
【高質空間】長良川プロムナード（右岸）整備事業
【高質空間】岐阜公園スロープ整備事業
【高次都市】長良川うかい広場施設整備事業
【地域創造】信長公居館跡活用方針策定事業
【地域創造】岐阜公園歴史文化施設整備事業
【地域創造】歴史的建造物群景観形成助成事業

■多様なまちづくり活動を支援し、都心再生に向けた長期的な取り組みを促す。

【まちづくり】まちなか文学散歩プロジェクト推進事業
【まちづくり】まちの魅力づくりプロジェクト推進事業
【まちづくり】建替え相談システム事業
【まちづくり】SWC推進事業（柳ヶ瀬健康ステーション健康活動支援事業、ウォーキング啓発事業）
【まちづくり】岐阜駅周辺地区開発・整備事業

■公立小中学校の再編により教育環境を向上させ、併せて関連施設を耐震化し地域防災力強化を図る。 【地域創造】学校統廃合等施設整備事業（中学校）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 岐阜市 直 2,090m 21 28 21 24 251 171 171 171

岐阜市 直 260m 21 25 21 21 87 30 30 30

岐阜市 直 710ｍ 21 29 21 24 252 75 75 75

公園 岐阜市 直 1ha 24 25 24 25 894 894 894 894

岐阜市 直 1.1ha 21 24 21 24 180 180 180 180

岐阜市 直 0.32ha 21 21 21 21 33 33 33 33

岐阜市 直 1.3ha 22 27 22 25 1520 1114 1114 1114

岐阜市 直 1.87ha 22 22 22 22 10 10 10 10

岐阜市 直 0.7ha 24 24 24 24 65 65 65 65

岐阜市 直 710m 22 29 22 23 235 67 67 67

岐阜市 直 1ha 21 23 21 23 195 195 195 195

岐阜市 直 1,310m 21 24 21 24 99 99 99 99

岐阜市 直 1,060m 22 29 22 25 335 122 122 122

岐阜市 直 N=1基 21 21 21 21 9 9 9 9

岐阜市 直 130m 22 26 22 22 101 101 101 101

岐阜市 直 1棟 23 23 23 23 44 44 44 44

岐阜市 直 － 23 25 23 25 58 12 12 0 12

岐阜市 直 4棟 21 24 21 24 1034 1034 1034 1034

岐阜市 直 1棟 22 23 22 23 63 63 63 63

岐阜市 直 1棟 16 27 22 25 1747 1458 1458 1458

既存建造物活用事業（地域交流センター） 岐阜市 直 A=832㎡ 24 24 24 24 11 11 11 0 11

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

岐阜市 直 570ha 19 23 21 23 10 10 10 10

岐阜市 直 9ha 19 23 21 23 2 2 2 2

岐阜市 直 9ha 19 23 21 23 2 2 2 2

岐阜市/実行委員会 直 725ha 23 25 25 25 30 18 18 18

岐阜市 直 43ha 21 22 21 22 9 9 9 9

岐阜市 直 3.09ha 16 25 21 25 37 37 37 37

岐阜市 直 1棟 16 26 22 22 886 886 886 886

岐阜市 直 710ｍ 22 26 22 24 35 35 35 35

岐阜市 直 3戸 21 24 21 24 608 608 608 608

岐阜市 直 1棟 21 21 21 21 14 14 14 14

岐阜市 直 6.3ha 21 22 21 22 24 24 24 24

岐阜公園歴史文化施設整備事業 岐阜市 直 2.8ha 23 29 23 25 23 23 23 23

岐阜市 直 100ha 21 22 21 25 24 24 24 24

岐阜市 直 1箇所 21 23 22 23 2,005 2,005 2,005 2005

岐阜市 直 6.94ha 22 25 22 25 33 33 33 33

合計(A+B) 9,516

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
市街地再開発組合 国土交通省 0.2ha ○ 18 23 1,250

市街地再開発組合 国土交通省 0.7ha ○ 18 24 16,947

市街地再開発準備組合 国土交通省 0.4ha ○ 24 28 10,052

市街地再開発準備組合 国土交通省 0.7ha ○ 25 28 6,026

岐阜市 国土交通省 24ha ○ 22 26 2,643

土地区画整理事業 岐阜市 国土交通省 6.2 ha ○ 14 25 5,146

岐阜市 国土交通省 140m ○ 未定 未定 未定

岐阜市 国土交通省 - ○ 未定 未定 965

岐阜市 国土交通省 1,551㎡ ○ 21 21 70

岐阜市 国土交通省 3.7ha ○ 22 26 6,210

合計 49,309

事業主体 直／間

京町・明徳地区（あんしん歩行エリア整備事業）

細項目 うち民負担分

0

0

規模
（参考）事業期間

事業箇所名

0.380

交付期間内事業期間

交付対象事業費

金華地区（ゆとり・やすらぎ道空間事業）

9,516

事業

交付限度額 3,616.8 国費率

0電線共同溝事業 蕪城町玉宮町線

加納公園整備事業 0

0

地域生活基盤施設（広場）

地域生活基盤施設（広場） 長良川うかい広場施設整備事業 0

高質空間形成施設（カラー舗装、照明施設等） 御鮨街道整備事業

高質空間形成施設（インターロック舗装、照明施設等） 道路修景整備事業 0

地域生活基盤施設（広場） 岐阜公園広場整備事業 0

地域生活基盤施設（広場） （仮称）憩い・にぎわい広場整備事業
［つかさのまち夢プロジェクト］

高質空間形成施設（カラー舗装等）

せせらぎ広場整備事業 0

地域生活基盤施設（広場） 明徳運動場広場整備事業 0

長良川プロムナード(右岸）整備事業 0

0

高質空間形成施設（植栽、エレベーター等） 金公園拠点広場整備事業 0

0

高次都市施設（地域交流センター） 学校統廃合等施設等整備事業（公民館） 0

0

0

0

高質空間形成施設（スロープ設置） 岐阜公園スロープ整備事業 0

高次都市施設（観光交流センター） 長良川うかい広場施設整備事業

高質空間形成施設（歩道上屋設置） 岐阜駅南口シェルター整備事業

高質空間形成施設（ユニバーサルトイレ、スロープ設置等） SWC推進事業（ウォーキングコース整備）

高質空間形成施設（植栽、歩道整備等） 岐阜大学医学部等跡地歩道空間等整備事業
［つかさのまち夢プロジェクト］

高次都市施設（地域交流センター） （仮称）市民活動交流センター
［つかさのまち夢プロジェクト］

明徳公民館バリアフリー化事業

5,787 5,7877,222合計 0 5,787

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

岐阜駅周辺地区開発・整備促進事業 岐阜都心地区 0

まちづくり活
動推進事業

まちなか文学散歩プロジェクト推進事業 岐阜都心地区（駅北） 0

まちの魅力づくりプロジェクト推進事業 柳ヶ瀬周辺地区 0

SWC推進事業（健康活動支援、ウォーキング啓発事業） 岐阜都心地区 0

細項目 うち民負担分

建替相談システム事業 柳ヶ瀬周辺地区 0

岐阜大学医学部等跡地 0

無電柱化事業 蕪城町・玉宮町 0

建物移転補償事業

0

学校統廃合等施設整備事業（中学校）

岐阜駅周辺地区 0

駅周辺にぎわい拠点施設整備事業 岐阜駅周辺地区 0

0

岐阜大学医学部等跡地整備計画作成

0

岐阜公園 0

都心居住実現方策調査 岐阜都心地区 0

岐阜大学医学部等跡地 0

（仮称）中央図書館等整備事業
［つかさのまち夢プロジェクト]

合計

信長公居館跡活用方針策定事業 岐阜公園

歴史的建造物群景観形成助成事業 川原町地区

岐阜大学医学部等跡地周辺地区

地域創造
支援事業

3,729 3,7293,742 0 3,729

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

市街地再開発事業 高島屋南地区

市街地再開発事業 岐阜駅東地区

全体事業費

市街地再開発事業 柳ヶ瀬通北地区

市街地再開発事業 問屋町西部南街区

道路 岐阜駅高富線（梶川工区）

岐阜駅西自転車駐車場整備事業 岐阜駅周辺地区

都市再生総合整備事業 岐阜駅周辺地区

岐阜駅北口地区

道路 長良８号線

情報センター整備事業（暮らし・にぎわい再生事業） 岐阜大学医学部等跡地


